
☆ 食育テーマ ☆ 子どもの食事あるある 「 」 パート３

前回に引き続き、子どもに親切な食事の環境づくりをご紹介いたします。子どもの食事の姿が気に

なるとき、そこに必ず何か理由があるため、１つずつ取り組まれてみてください

食事中に席をたって、あそび食べになったり、なかなか落ち着いて

座って食べれません。何かできることはありますか？

３月のお便りの情報とあわせて、子どもに親切な食事の環境

づくりと食事のテンポをつくることを取り組まれてみてください。

わかたけ保育園

令和7年

子どもに親切な環境 ③椅子と机

給食だより月

子どもに親切な環境 ④モデルをみせる

子どもは非言語コミュニ―ションの達人、つまり言語

よりもまずは目でみて学びます。

そのため、食事（食べ方）のモデルも大人の振る舞い

から、学んでいきます。

食事中に歩き回ったり、食べながら遊ぶ姿があるとき、

実は大人がよく食事中に立ったり座ったり、動き回って

いる姿がモデルになり、習慣化していることがあります。

食事の準備がある程度できてから、子どもを食卓に

呼ぶなど、なるだけ立ったり座ったりのないように

工夫されてみてください


